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ABSTRAK 

 

Gabriella Inez Larasati. 2024. Penerapan Model Pembelajaran ARIAS 

(Assurance, Relevance, Interest, Assessment, Satisfaction) Terhadap Peningkatan 

Kemampuan Berbicara Bahasa Jepang Siswa Kelas XI SMA Negeri 110 Jakarta. 

Skripsi, Program Studi Pendidikan Bahasa Jepang, Fakultas Bahasa dan Seni, 

Universitas Negeri Jakarta. 

Penelitian ini bertujuan untuk mengetahui kemampuan berbicara bahasa Jepang 

siswa kelas XI SMA Negeri 110 Jakarta 2024 setelah menggunakan model ARIAS. 

Siswa kelas XI SMA Negeri 110 Jakarta mengalami kesulitan dalam menguasai 

kemampuan berbicara bahasa Jepang. Selain karena perbedaan kosakata, struktur 

kalimat, dan cara pengucapa, siswa merasa kurang percaya diri dan takut salah saat 

berbicara dengan bahasa Jepang, sehingga mempengaruhi motivasi, keaktifan 

belajar, dan kemampuan berbicara bahasa Jepang siswa. Model pembelajaran 

ARIAS dihadirkan sebagai salah satu model pembelajaran yang dimungkinkan 

dapat mengatasi permasalahan siswa. Model ARIAS dikembangkan sebagai upaya 

merancang pembelajaran yang menarik dan dapat menumbuhkan rasa percaya diri 

dan motivasi belajar siswa dalam rangkai mencapai tujuan pembelajaran. Metode 

yang digunakan dalam penelitian ini adalah metode pre-experimental design 

dengan desain one-group pretest posttest. Sampel penelitian adalah 27 siswa kelas 

XI-H Tahun Akademik 2023/2024. Instrumen yang digunakan dalam penelitian ini 

adalah tes lisan dan angket. Berdasarkan hasil analisis data, diketahui bahwa nilai 

ttabel pada taraf signifikan 5% yaitu sebesar 2,06, sementara nilai thitung adalah 13,40. 

Dengan demikian thitung lebih besar dari ttabel (13,40 > 2,06)  sehingga Ha diterima 

dan H0 ditolak. Maka dapat disimpulkan bahwa penggunaan model pembelajaran 

ARIAS dapat meningkatkan kemampuan berbicara bahasa Jepang siswa kelas XI 

SMA Negeri 110 Jakarta. Berdasarkan hasil angket dapat diketahui bahwa 

penggunaan model ARIAS membantu meningkatkan kepercayaan diri, motivasi, 

dan keaktifan siswa di kelas, serta pembelajaran menjadi lebih menyenangkan. 

Kata Kunci : Model Pembelajaran, ARIAS, Kemampuan Berbicara Bahasa 

Jepang. 
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ABSTRACT 

 

Gabriella Inez Larasati. 2024. Implementation of the ARIAS (Assurance, 

Relevance, Interest, Assessment, Satisfaction) Model on Improving the Japanese 

Speaking Skills of Grade XI Students of SMA Negeri 110 Jakarta. Thesis, Japanese 

Language Education Study Program, Faculty of Language and Art, State University 

of Jakarta.  

 

This research aims to determine the Japanese speaking skills of 11th grade students 

of SMA Negeri 110 Jakarta after using ARIAS model. Students in grade XI of SMA 

Negeri 110 Jakarta have difficulty in mastering Japanese speaking skills. Apart 

from the differences in vocabulary, structure, and pronunciation, students feel less 

confident and afraid of making mistakes when speaking Japanese, thus affecting 

students’ motivation, activeness, and Japanese speaking skills. The ARIAS model 

is presented as one of the possible learning models that can overcome students’ 

problems. The ARIAS model was developed as an effort to create learning that is 

interesting and increasing students’ self-confidence and motivation to learn. The 

method used in this research is pre-experimental research method with one-group 

pretest-posttest design. The sample chosen in this research was class XI-H with a 

total of 27 people. The instruments used in this research were oral test and 

quiestionnaires. Based on the results of data analysis, it is known that the t-table 

with a significance of 5% is 2.06 and the t-count is 13.40. It can be said that t-count 

is greater than t-table (13.40 > 2.06), which means Ha is accepted and H0 is rejected. 

In conclusion, the ARIAS model effectively enchances the Japanese speaking skills 

of grade XI students of SMA Negeri 110 Jakarta. Based on the questionnaire results, 

it can be seen that the use of the ARIAS model helps increase students’ self-

confidence, motivation, activeness in class, and makes learning more enjoyable.  

 

Keywords : Learning Model, ARIAS, Japanese Speaking Skills 
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日本語の話す能力向上に対する ARIAS モデルの利用（ジャカルタ第

１１０高等学校の XI-H のクラスにおける実験研究） 

ジャカルタ国立大学 

ガブリエラ・イネズ・ララサティ 

gabyinezlaras@gmail.com 

 

概要 

A. 背景 

日本語学習において、学習者が身につけなければならない能力は、

「読む」、「書く」、「聞く」、「話す」という四技能がある。この

うち、話す能力は重要な役名を持っている。Penny（Ridwan, 2011：44）

によると、ある言語についての知識は、その言語での会話力によって

示すことができる。したがって、日本語学習者によって話す能力を身

につくことは重要である。しかし、学習者は日本語の話す能力を習得

するのに困難を感じることが多い。これはジャカルタ第１１０高等学

校でも起こっていることである。 

ジャカルタ第１１０高等学校の日本語教師のインタビューの結果

によると、ほとんどの生徒が日本語に興味を持っていると述べた。し

かし、インドネシア語との語彙、文法、発音の違いがあるから、生徒

が日本語の話す能力を習得するのは難しいと言われている。また、生

徒は日本語を話すときに自信がなく、間違いをするのを恐れており、

それが授業中に日本語を話す意欲や努力に影響している。さらに、理

解しなければならない教材が多く、時間も限られているため、授業で

日本語の会話練習は不足している。 

生徒の自信や意欲を刺激する学習状況を作り出す方法の一つは、

適切な学習モデルを使用することである。適切な学習モデルを使用す

mailto:gabyinezlaras@gmail.com
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ることで、楽しい学習雰囲気を作り出し、生徒の学習への興味を刺激

し、自信や意欲を高めて最適な学習成果を得ることができる。使用で

きる学習モデルの一つは、ARIASモデルである。 

Rahman と Amri （2014：2）によると、ARIAS モデルとは学習理論

の五つの要素に基づいた学習モデルである。その学習の五つの要素は、

教室で授業を実施するための段階でもある。基本的に、ARIAS モデルを

使用した学習とは、生徒の自信を高め（assurance）、生徒の必要性に

応じた有用な教材をつくり（relevance）、生徒の学習への興味を刺激

し（interest）、生徒の学習成果を評価し（assessment）、そして生

徒が学習の成果に満足する（satisfaction）ことである。 

ジャカルタ第 110 高等学校の XI-H のクラスでの授業における 

ARIAS モデルを使用することで、生徒の話すが向上し、生徒や教師が直

面する学習問題の解決策の一つになることを期待している。また、生

徒の自信、日本語への興味、または学習意欲が高まることを期待して

いる。 

 

B. 問題提供 

以上の背景に基づき、本研究の問題提供は次のように述べている： 

1．ジャカルタ第１１０高等学校の XI のクラスで ARIAS モデルを使用

して日本語を話す能力はどうだろうか。 

2．ジャカルタ第１１０高等学校の XI のクラス生徒は、日本語の話す

能力向上に対する ARIAS モデルの利用はどのように反応するのか。 

 

C. 解決 

本研究におけるデータ収集は 2023 年 9 月 15 日から 11 月 24 日ま

でジャカルタ第１１０高等学校で行われた。本研究で使用した研究方

法は Pre Experimental メソッドであり、One Group Pretest Posttest 
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デザインが採用されていた。本研究のサンプルは、実験クラスとして

XI-Hのクラスで、２７人であった。 

 

1． 事前テストと事後テスト 

日本語の授業における ARIAS モデルを使用する際、Assurance (保

証)、Relevance（関連性）、Interest（関心）、 Assessment（評

価）、 そして Satisfaction（満足）の 5 つの段階を行う。

Assurance（保証）段階では、モチベーションを高めるビデオを見せ

たり、日本語を話すことの難しさについて話し合ったりすることで、

生徒に自信を持たせる。Relevance（関連性）段階では、各教材の目

的、利点、学習の達成指標を生徒に示す。Interest（関心）段階では、

教師は興味深い学習方法、テクニック、メディアを使用することで、

生徒の興味および学習への集中力を育てる。Assessment（評価）段階

では、Kokami ゲーム、ロールプレイ、グループ発表、教師からのフィ

ードバックなどの評価を通して、生徒は学習後の日本語の話す能力の

程度を知ることができる。そして、Satisfaction（満足）段階では、

生徒の成功に対して補強および万ぞ期を与え、教師から賞賛やプレゼ

ントをおくることで、生徒がもっと頑張ろうという意欲を高めていく。 

 

事前テストと事後テストの結果の全体的な結果を以下に示す。 

計算結果 事前テスト 事後テスト 

平均点 46.03 85.68 

最大値 70.67 95.00 

最低値 25.33 74.00 
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ｔ数 13.40 

ｔ表 2.06 

 

本研究のデータに基づいて、事前テストの平均点が 46.03 で、事

後テストの平均点が 85.68 であることから、平均値は 39.65 ポイント

向上している。この平均値の向上は、ARIAS モデルの使用に起因して

いる。また、有意水準５％での t 表は 2.06 で、計算された t 数は

13.40 である。したがって、t 数は t 表よりも大きいと言える（13.40

＞2.06）。つまり、ARIAS モデルの使用により、ジャカルタ第１１０

高等学校の XIのクラスの話す能力が向上すること結論付けることがで

きる。 

 

2． アンケート調査の結果 

この調査アンケートの結果は次のようである。 

1) １００％の生徒が、「ARIAS」モデルを使用すると、教室で日

本語の話す授業が面白なくると同意した。 

2) １００％の生徒が、「ARIAS」モデルを使用すると、教室で日

本語の話す授業が楽しくなると同意した。 

3) １００％の生徒が、「ARIAS」モデルを使用すると、日本語を

話す意欲が高まったと同意した。 

4) １００％の生徒が、「ARIAS」モデルを使用することで、日本

語で話すことに自信が持てるようになると同意した。 

5) １００％の生徒が、「ARIAS」モデルを使用することで、学ん

だ教材が有益なものになると感じていると同意した。 

6) ９６％の生徒が、「ARIAS」モデルを使用することで、学習す

る際の集中力は高く感じると同意した。 
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7) ７５％の生徒が、「ARIAS」モデルを使用することで、日本語

の話す授業を積極的で学習できると同意した。 

8) ９３％の生徒が、「ARIAS」モデルまたは「ゲームのテクニッ

ク」を使用することで、教材を理解試薬感じると同意した。 

9) ９２％の生徒が、「ARIAS」モデルを使用することで、自分自

身や友達の日本語の話す能力を評価できると同意した。 

10)１００％の生徒が、「ARIAS」モデルを使用することで、質問

にうまく答えた際に教師が生徒を褒めてくれたと同意した。 

11)９６％の生徒が、「ARIAS」モデルを使用することで、教師に

大切にされていると感じると同意した。 

12)７％の生徒が、「ARIAS」モデルを使用して日本語の話すを学

習することは難しいと感じていると同意した。 

13)９６％の生徒が、、「ARIAS」モデルを使用することで、日本

語を話す能力が高まると同意した。 

 

D. 結論 

本研究結果に基づき、ジャカルタ第 110 高等学校の XI のクラスの

日本語日本語の話す能力向上した結果に対するARIASモデルの利用は

効果である。日本語を話すの授業でのARIASモデルの使用は、生徒を

積極的に授業に参加するようになり、生徒の自信と日本語を話す意欲

が向上するだろう。また、ARIAS モデルを使用することで生徒は、適

切な日本語の語彙または文法の使用できるし、日本語の発音が正しく

使うし、話題が簡単に理解できるなどの日本語の話す能力を向上され

ることである。さらに、日本語学習への興味を高めることもできる。 
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